
書
評
・
紹
介

浪
花
宣
明
著

待
望
久
し
い
本
格
的
な
在
家
仏
教
研
究
書
の
登
場
で
あ
る
。
公
刊
以
来

す
で
に
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
書
評
紹
介
と
な
る
と
今

日
の
我
国
で
は
川
か
遅
き
に
失
し
た
感
も
あ
る
が
、
時
の
流
れ
に
耐
え
う

る
も
の
な
ら
ば
、
こ
れ
を
毫
も
蹄
路
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

著
者
浪
花
氏
は
、
大
谷
大
学
に
お
い
て
佐
々
木
現
順
博
士
（
本
書
序
言
）

指
導
の
下
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
研
究
し
、
大
学
院
終
了
後
イ
ン
ド
の
プ
ー
ナ

大
学
に
留
学
、
一
昨
年
団
冒
ロ
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
新
進
気
鋭
の
学

者
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
旨
．
の
口
冒
号
冒
］
①
、
当
園
．
］
・
の
冒
両
博
士

に
師
事
、
か
つ
斯
界
の
碩
学
勺
．
ぐ
．
国
名
鼻
博
士
に
も
教
え
を
乞
い
つ

つ
、
法
ｇ
箇
冒
目
日
い
＃
ｇ
く
ぎ
扇
ぐ
ゅ
日
の
原
典
校
訂
を
行
な
い
、
こ
れ

を
学
位
論
文
シ
陣
巨
身
冒
目
①
勺
豊
島
ｇ
ｏ
喝
具
昏
①
弓
巴
茸
缶
ず
冨
早

ｇ
ｇ
白
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
も
こ
の
論
文
作
成
の
か
た
わ
ら
、
す

で
に
日
本
で
試
訳
を
終
え
て
い
た
と
い
う
ご
召
の
鳥
旦
四
口
巴
且
鬮
国

（
９
）
の
研
究
に
手
を
染
め
、
そ
の
成
果
を
帰
国
後
「
ｇ
の
研
究
」
と
題

し
、
大
谷
派
擬
請
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
か
く
し
て
現
わ
れ
た
も
の

「
在
家
仏
教
の
研
究
」

I

片
山
一
良

本
書
は
全
体
が
二
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
は
研
究
篇
六
章
一
六
二
頁
、

第
二
部
は
和
訳
篇
九
章
二
六
七
頁
か
ら
成
る
。
内
容
紹
介
の
偏
り
を
避
け

が
本
書
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
ｓ
と
は
、
伝
統
仏
教
に
お
け
る
在
家
者
の
た
め
の
最
も

包
括
的
な
綱
要
害
と
さ
れ
、
十
二
世
紀
セ
イ
ロ
ン
の
シ
邑
四
目
色
長
老
に

よ
っ
て
パ
ー
リ
語
で
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ロ
ー
マ
字
本
原
典

は
、
一
九
六
五
年
ロ
ン
ド
ン
の
・
ハ
ー
リ
語
聖
典
協
会
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
）
か
ら
国
．

留
呂
冨
房
＄
師
に
よ
っ
て
校
訂
出
版
さ
れ
た
。
書
評
は
早
食
と
現
Ｐ
Ｔ

Ｓ
会
長
の
属
．
罰
．
ｚ
ｏ
Ｈ
目
色
口
氏
（
《
《
罷
詞
①
畠
①
笥
○
巨
星
）
》
》
］
罰
シ
い

も
凹
算
ご
鍔
屋
ｇ
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
我
国
で
は
桜
部
建
博
士
（
『
仏
教

学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
号
、
一
九
六
九
年
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
と
く

に
後
者
は
浪
花
氏
に
目
の
研
究
を
促
し
た
と
言
わ
れ
る
。

著
者
は
こ
れ
ま
で
南
北
両
伝
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
研
究
に
、
と
り
わ
け
重
要

な
基
本
的
概
念
で
あ
る
行
、
心
、
心
所
法
な
ど
の
分
析
研
究
に
精
力
を
注

ぎ
、
次
々
と
成
果
を
論
文
に
発
表
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
論
旨
の
明
快
、

具
体
的
な
る
こ
と
、
方
法
論
の
慎
重
な
る
こ
と
は
す
で
に
定
評
も
あ
り
、

こ
の
領
域
で
独
り
際
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
・
ハ
ー
リ
語
文
献
中
、

教
理
学
的
に
特
異
な
位
置
を
占
め
る
ｇ
の
読
解
と
平
明
な
和
訳
が
、
か

か
る
最
適
の
人
を
得
て
逸
早
く
試
み
ら
れ
、
か
つ
ま
た
堂
々
た
る
論
考
を

加
え
、
我
国
最
初
の
「
在
家
仏
教
の
研
究
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

斯
学
界
の
無
上
の
欣
快
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
成
果
に
対
し
満
腔
の

敬
意
と
祝
意
を
表
し
た
い
。

Ⅱ

57



る
た
め
に
、
ま
ず
は
そ
の
全
体
を
目
次
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

〔
第
一
部
研
究
篇
〕

序
説

第
一
章
、
在
家
実
践
道
の
構
造

第
一
節
、
在
家
解
脱
論
（
問
題
の
所
在
、
原
始
経
典
の
在
家
解
脱
論
、

・
ハ
ー
リ
上
座
部
の
在
家
解
脱
論
、
大
乗
仏
教
の
空
の
実
践
）

第
二
節
、
己
圃
の
鳥
旦
曾
口
巴
自
圃
国
の
在
家
実
践
道
（
星
の
構
成
、

人
倫
の
確
立
と
宗
教
的
実
践
、
世
間
道
か
ら
出
世
間
道
へ
、
星
の

在
家
解
脱
論
）

第
二
章
、
三
帰
依

第
一
節
、
「
帰
依
経
」
の
因
縁
物
語
に
つ
い
て

第
二
節
、
仏
・
法
。
僧

第
三
節
、
帰
依
と
信

第
四
節
、
掲
磨
（
三
帰
依
）
の
順
番

第
五
節
、
能
帰
依
（
世
間
の
帰
依
、
出
世
間
の
帰
依
）

第
六
節
、
帰
依
の
汚
れ
と
破
壊
（
帰
依
の
汚
れ
、
帰
依
の
破
壊
、
帰

依
の
果
）

第
三
章
、
戒
と
頭
陀
支

第
一
節
、
常
戒
（
戒
の
語
義
の
四
日
且
冨
口
四
と
ロ
凰
号
習
四
、
五
戒

と
十
戒
、
五
戒
の
受
け
方
、
戒
体
に
つ
い
て
、
五
戒
の
仏
教
的
意

義
）

第
二
節
、
布
薩
戒
（
布
薩
戒
の
内
容
、
布
薩
の
目
的
、
布
薩
日
、
布

薩
日
の
修
行
）

第
三
節
、
戒
の
破
壊
と
汚
れ
（
戒
の
破
壊
、
戒
の
汚
れ
と
浄
化
）

第
四
節
、
頭
陀
支
（
頭
陀
支
の
語
義
と
本
質
、
在
家
者
の
頭
陀
支
、

頭
陀
支
の
仮
実
を
め
ぐ
る
論
争
）

第
四
章
、
正
し
い
生
活

第
一
節
、
人
倫
の
基
本
と
避
け
る
べ
き
職
業

第
二
節
、
正
し
い
生
活
（
四
種
の
業
煩
悩
、
悪
業
の
四
つ
の
原
因
、

財
産
を
失
う
六
つ
の
原
因
、
四
種
の
悪
友
、
四
極
の
善
友
、
六
つ

の
方
角
の
防
護
、
財
産
の
活
用
と
蓄
積
、
婦
人
へ
の
教
戒
、
生
活

の
汚
れ
と
そ
の
浄
化
）

第
三
節
、
怖
畏
に
つ
い
て
（
怖
畏
の
種
類
、
怖
畏
の
は
た
ら
き
、
怖

畏
の
主
体
、
怖
畏
を
越
え
る
方
法
）

第
五
章
、
十
福
業
事
と
障
砿
法

第
一
節
、
パ
ー
リ
上
座
部
の
十
福
業
事
説
（
ア
ピ
ダ
ル
マ
に
お
け
る

福
業
の
位
置
、
十
福
業
事
説
と
十
二
福
業
事
説
）

第
二
節
、
布
施
（
正
し
い
布
施
の
仕
方
、
且
の
布
施
説
の
特
色
）

第
三
節
、
修
習

第
四
節
、
恭
敬
と
作
務

第
五
節
、
功
徳
の
施
与
と
功
徳
の
随
喜
（
功
徳
の
施
与
、
功
徳
の
随

一
皇
宮
）

第
六
節
、
聞
法
と
説
法
（
聞
法
、
説
法
）

第
七
節
、
見
正
業

第
八
節
、
障
腰
法
の
説
明
（
聖
者
の
誹
誇
、
五
無
間
業
）

第
六
章
、
無
我
説
と
福
果
の
完
成

〔
第
二
部
和
訳
篇
〕

凡
例
、
本
文
『
在
家
信
者
の
人
の
荘
厳
』
（
ロ
圖
困
百
舌
日
昌
９
面
３
）

58



ま
ず
〔
第
一
部
〕
第
一
章
は
、
本
書
研
究
の
根
幹
を
な
し
、
・
ハ
ー
リ
仏

教
全
体
の
在
家
解
脱
論
ｌ
在
家
者
が
解
脱
・
浬
樂
に
到
達
で
き
る
か
否

か
ｌ
を
総
括
し
て
い
る
。
そ
の
前
半
で
は
、
と
く
に
藤
田
宏
達
博
士
の

「
在
家
阿
羅
漢
論
」
今
結
城
教
授
頌
寿
記
念
仏
教
思
想
史
論
集
』
）
に
依
り

つ
つ
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
本
来
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
在
家
者
も
解
脱
、

浬
樂
に
到
達
し
う
る
が
、
そ
の
修
行
法
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
・
ハ
ー
リ
上
座
部
で
は
、
例
え
ば
『
ミ
リ
ン
ダ
王
間
経
』
に

よ
る
と
在
家
者
は
阿
羅
漢
性
に
達
し
う
る
が
特
相
が
微
力
で
あ
る
た
め
そ

れ
を
保
ち
え
ず
、
即
日
に
出
家
す
る
か
般
浬
梁
す
る
か
し
か
な
い
と
す
る

か
ら
、
結
局
は
阿
羅
漢
は
実
在
せ
ず
、
た
だ
可
能
性
の
み
あ
る
だ
け
で
、

し
か
も
そ
の
修
行
法
は
原
始
仏
教
の
場
合
と
同
じ
く
明
瞭
で
は
な
い
、
と

指
摘
す
る
。
続
い
て
後
半
で
は
目
の
内
容
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

在
家
解
脱
論
に
言
及
し
て
い
る
。
巳
に
よ
れ
ば
、
在
家
実
践
道
の
最
終

目
標
は
「
出
世
間
の
幸
福
」
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
声
聞
菩
提
（
出
ぐ
鼻
：
‐

婚
宋
一
幸
早
、

第
二
章
、

第
三
章
、

第
四
章
、

第
五
章
、

第
六
章
、

第
七
章
、

第
八
章
、

第
九
章
、

帰
戒
の
説
明
（
蟹
、
国
ロ
①
巴
旨
‐
昌
民
①
閏
）

戒
の
説
明
（
盟
冒
‐
日
目
①
ｍ
ｅ

頭
陀
支
の
説
明
（
己
冒
３
侭
曾
‐
昌
目
の
閏
）

正
し
い
生
活
の
説
明
（
ど
弓
伊
‐
日
目
①
閏
）

十
福
業
事
の
説
明
ｅ
閉
弓
邑
目
鼻
日
怠
く
四
詐
冒
‐
昌
豊
①
函
）

障
擬
法
の
説
明
（
缶
日
日
ご
鼻
且
冒
目
冒
四
‐
昌
目
の
函
）

世
間
の
幸
福
の
説
明
（
Ｆ
ｏ
置
冨
、
四
日
冒
昌
‐
昌
目
の
の
色
）

出
世
間
の
幸
福
の
説
明
（
Ｆ
ｏ
冒
洋
肖
騨
出
目
君
氏
‐
昌
目
の
３
）

福
果
の
完
成
の
説
明
（
吋
巨
目
ｇ
冒
伝
出
目
鳥
平
日
量
①
組
）

８
宮
）
、
独
覚
菩
提
（
息
ｇ
鼻
：
且
巨
）
、
等
正
菩
提
（
の
Ｐ
日
日
静
四
目
ｇ
‐

・
亘
）
の
い
ず
れ
か
を
得
て
達
成
さ
れ
る
。
し
か
し
前
の
二
は
在
家
者
の
世

間
的
修
行
（
福
業
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
が
、
後
の
一
は
得
ら
れ
な
い
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
具
も
パ
ー
リ
上
座
部
の
教
理
を
越
え
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
出
家
主
義
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
著
者
は
結
論
す
る
。
た
だ

し
且
が
こ
れ
ま
で
原
始
経
典
や
パ
ー
リ
上
座
部
の
諸
文
献
で
明
ら
か
に

さ
れ
な
か
っ
た
在
家
者
の
修
行
法
を
具
体
的
に
示
し
た
点
は
大
い
に
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
著
者
は
そ
の
全
体
的
構
成
を
的
確
に
捉
え
、
本
章
最

後
に
こ
れ
を
図
示
し
、
読
者
の
目
理
解
の
便
に
供
し
て
い
る
。
因
み
に

前
掲
目
次
（
和
訳
篇
）
に
よ
っ
て
紹
介
す
れ
ば
、
節
一
章
を
「
世
間
道
の

入
門
」
と
し
、
以
下
第
二
’
四
章
を
「
正
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
」
、
第

五
’
六
章
を
「
宗
教
的
実
践
」
、
第
七
章
を
出
世
間
道
へ
の
「
方
便
・
準

備
」
と
し
て
お
り
、
第
八
章
を
出
世
間
道
の
「
目
標
」
と
す
る
。
第
九
章

は
付
録
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
枠
組
内
に
入
ら
な
い
。

第
二
章
以
下
は
、
巳
で
論
じ
ら
れ
る
主
要
な
テ
ー
マ
を
そ
れ
に
先
行

す
る
パ
ー
リ
語
諸
文
献
の
所
説
と
比
岐
し
て
．
〈
Ｉ
リ
上
座
部
の
思
想
史
の

中
に
引
き
戻
す
こ
と
、
更
に
倶
舎
論
や
順
正
理
論
の
所
説
と
も
対
比
し
て

そ
れ
を
イ
ン
ド
仏
教
の
思
想
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
第
二
章
は
、
在
家
者
の
信
仰
の
証
た
る
三
帰
依
の
検
討
で
あ
る
。

北
伝
ア
ピ
ダ
ル
マ
が
主
と
し
て
帰
依
の
対
象
（
所
帰
依
）
、
す
な
わ
ち
仏
法

僧
の
三
宝
の
本
質
を
問
題
と
す
る
の
に
対
し
、
巳
は
む
し
ろ
帰
依
す
る

こ
と
（
能
帰
依
）
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
白
が

所
帰
依
に
関
し
て
、
と
く
に
「
法
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
は
本
性
（
内
容
）

的
に
四
種
（
四
聖
道
、
四
沙
門
果
、
浬
藥
、
聖
典
）
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
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う
ち
道
と
浬
藥
は
昌
弓
④
昌
乱
樹
（
絶
対
的
記
述
法
号
巨
目
四
日
目
宮
‐

：
ｍ
四
目
）
に
よ
っ
て
、
果
と
聖
典
は
噌
己
鼠
制
（
相
対
的
記
述
法
の
貝
‐

困
具
房
曾
‐
：
閏
目
）
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
と
す
る
点
、
或
い
は
「
僧
」

を
、
北
伝
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
よ
う
に
聖
者
の
み
に
限
定
せ
ず
、
凡
夫
の
僧
も

帰
命
さ
れ
る
曇
へ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
伝
統
的
な
解
釈
に
沿
っ
て
、
在
家

者
の
と
る
》
へ
き
態
度
を
明
確
に
し
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
一
方
能

帰
依
に
つ
い
て
、
と
く
に
帰
依
文
、
例
え
ば
帰
依
仏
文
を
切
巨
＆
冨
目

の
胃
四
ロ
四
国
は
鳴
○
呂
駒
日
砕
と
い
う
よ
う
に
読
む
ゞ
へ
き
で
あ
る
と
し
、
こ

の
鴨
。
。
目
目
に
、
信
愛
す
る
谷
冨
試
目
］
）
、
奉
仕
す
る
（
の
①
３
日
〕
）
、

尊
敬
す
る
ｅ
畠
胃
匡
凰
出
目
）
、
或
い
は
知
る
（
試
目
目
）
、
覚
る
（
ｇ
‐

］
一
目
目
）
な
ど
の
意
味
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
日
の
特
徴
と
言
え
る
。

著
者
は
こ
れ
を
「
仏
は
帰
依
処
で
あ
る
か
ら
私
は
〔
そ
こ
へ
〕
行
き
ま
す
」

と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
。
ハ
ー

リ
仏
教
に
お
け
る
三
帰
依
に
つ
い
て
）
（
『
仏
教
研
究
』
第
一
○
号
、
国
際

仏
教
徒
協
会
、
昭
和
五
六
年
）
と
題
し
て
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
Ｓ
で
は
帰
依
が
世
間
と
出
世
間
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
著
者
は
前
者
の
場
合
は
信
（
三
帰
依
）
が
智
（
出
世
間
の
幸
福
）

に
先
行
し
、
後
者
の
場
合
は
智
が
信
に
先
行
す
る
と
の
結
論
を
導
く
。

第
三
章
で
は
、
前
章
の
三
帰
依
を
う
け
て
、
戒
が
考
察
さ
れ
る
。
・
ハ
ー

リ
上
座
部
で
は
戒
に
正
持
（
＄
日
目
目
ロ
四
）
と
確
持
（
ロ
冨
目
胃
Ｐ
愚
）
と

の
二
作
用
を
認
め
て
い
る
と
し
、
戒
体
、
常
戒
（
五
戒
、
十
戒
）
、
そ
し

て
布
薩
戒
に
言
及
す
る
。
次
い
で
十
三
頭
陀
支
の
う
ち
で
一
座
食
支
と
一

鉢
食
支
の
二
支
の
み
が
在
家
者
に
ふ
さ
わ
し
い
行
法
で
あ
る
と
の
記
述
に

進
み
、
最
後
に
頭
陀
の
仮
実
を
め
ぐ
る
大
寺
派
と
無
畏
山
寺
派
と
の
論
争

に
触
れ
る
。
頭
陀
支
が
冨
目
④
豊
で
あ
る
と
す
る
無
畏
山
寺
派
の
見
解

は
本
来
的
で
あ
る
が
、
大
寺
派
の
そ
れ
も
頭
陀
支
（
窟
目
鼻
は
）
を
実
践

す
る
心
理
の
場
令
閨
四
目
Ｐ
＃
富
）
に
立
っ
て
不
善
の
頭
陀
支
を
否
定
し
よ

う
と
す
る
限
り
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
を
持
つ
、
と
。
こ
の
論
証
は
す
で

に
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
（
程
．
巳
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

こ
こ
に
は
著
者
の
鋭
い
洞
察
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
且
が
全
面
的
に
引
用
す
る
『
シ
ン
ガ
ー
ラ
ヘ
の
教
え
』

に
基
づ
く
在
家
者
の
生
活
規
定
の
主
要
項
目
を
検
討
し
て
い
る
。
と
く
に

こ
｝
」
で
は
悪
業
の
四
原
因
と
さ
れ
る
貧
、
順
、
痴
、
怖
畏
の
う
ち
怖
畏

（
ｇ
昌
色
）
に
つ
い
て
の
分
析
が
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
種
類
、
は
た

ら
き
な
ど
を
論
じ
、
そ
の
本
体
を
煩
悩
と
心
（
心
の
は
た
ら
き
）
の
中
に

見
、
「
苦
の
脅
迫
感
情
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

第
五
章
は
、
十
福
業
事
の
考
察
と
若
干
の
障
碍
法
に
関
す
る
付
説
で
あ

る
。
十
福
業
事
は
布
施
、
戒
、
修
習
の
三
福
業
事
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
戒
は
す
で
に
第
二
章
で
扱
わ
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
布
施
と
修

習
を
主
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
布
施
に
つ
い
て
は
、
ｇ
が
在
家

者
の
た
め
の
綱
要
害
で
あ
り
な
が
ら
直
接
に
布
施
を
説
く
の
は
本
章
に
お

い
て
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
布
施
の
位
置
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
。
本
章
に
お
け
る
布
施
、
施
与
に
関
す
る

論
考
は
か
つ
て
『
真
宗
学
研
究
」
に
発
表
さ
れ
た
と
く
に
興
味
深
い
も
の

で
あ
り
、
功
徳
の
施
与
（
冨
詐
丘
習
色
）
、
功
徳
の
随
喜
（
冨
洋
目
ｐ
ｇ
ｏ
８
ｐ
四
）

の
概
念
が
整
理
さ
れ
た
点
は
評
価
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
修
習
に
つ
い
て
は

「
説
法
」
の
論
考
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ｇ
自
体
も
説
法

に
つ
い
て
充
分
な
説
明
を
与
え
て
い
な
い
た
め
、
依
然
と
し
て
こ
れ
が
福
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業
事
に
含
ま
れ
る
積
極
的
な
理
由
を
今
一
つ
見
出
し
難
い
。
も
ち
ろ
ん
チ

ッ
タ
居
士
と
か
ウ
ッ
ガ
居
士
の
説
法
例
は
あ
る
。
し
か
し
従
来
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
説
法
は
原
則
と
し
て
出
家
者
の
務
め
で
あ
り
、
在
家
者
は

聞
法
に
の
み
関
係
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
説
法
を
福
業
事
の

一
に
し
た
の
か
。
今
こ
こ
で
は
そ
れ
以
上
問
う
こ
と
は
避
け
よ
う
。
た
だ

著
者
の
指
摘
の
中
に
、
ｇ
の
説
明
を
捉
え
て
「
説
法
の
内
容
が
仏
陀
の

教
え
の
み
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
世
間
で
有
益
な
無
罪
の
知
識
を
説

く
こ
と
も
説
法
で
あ
り
、
説
法
の
概
念
が
拡
大
し
て
い
る
」
（
一
五
四
頁
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
説
法
の
中
に
果
し
て

仏
陀
の
教
え
で
な
い
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
よ
し
ん
ぱ
目
の
当
該

箇
所
を
そ
の
よ
う
に
拡
大
解
釈
す
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
浄

法
な
い
し
そ
の
類
似
的
思
考
が
な
く
て
は
充
分
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
「
畜
生
論
」
ａ
３
ｏ
ｏ
園
国
鳥
具
目
）
の
中
に
国
王
や
戦
争
の
話
が
掲

げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
無
益
徒
労
の
話
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
な
ぜ

『
大
史
』
（
冒
昌
習
圏
日
切
四
）
の
よ
う
な
書
が
比
丘
の
手
で
著
わ
さ
れ
た
か
。

こ
れ
に
答
え
る
に
は
そ
の
各
章
末
に
加
え
ら
れ
て
い
る
一
文
を
持
ち
出
さ

ね
ば
な
ら
画
の
で
あ
る
。

《
《
の
ロ
一
四
口
四
℃
も
ゆ
め
脚
。
煙
の
色
胃
ゴ
ぐ
①
、
四
汁
斤
ぽ
創
吋
⑳
丙
騨
汁
①
皇
自
騨
丘
働
く
沙
『
営
め
①
・
・
・
〉
》

（
旨
く
，
）
（
善
人
の
信
心
と
感
動
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
『
大
史
』
…
）

《
《
一
陣
色
ご
ロ
冒
凹
ぐ
ぃ
印
倒
ｑ
豈
且
Ｐ
こ
い
己
習
ご
旦
冠
ヰ
ロ
脚
望
Ｐ
屍
曾
５
口
も
留
曾
穴
旦
四
‐

口
留
目
圃
Ｈ
の
．
：
』
』
（
白
・
）
（
以
上
、
新
入
の
善
き
人
を
喜
ば
す
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
『
在
家
信
者
の
荘
厳
』
…
）

つ
ま
り
、
国
王
と
か
戦
争
が
い
か
に
語
ら
れ
よ
う
と
、
章
未
に
あ
る
目

的
に
沿
っ
て
仏
陀
の
教
え
が
、
例
え
ば
無
常
等
に
関
連
し
て
示
さ
れ
る
な

ら
ば
、
そ
の
話
は
す
等
へ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ロ
色
目
四
長
老

作
の
ｇ
の
場
合
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
枠
組
で
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

或
る
手
続
き
を
踏
ま
ぬ
限
り
、
出
家
者
が
在
家
者
に
対
し
て
仏
陀
の
教
え

で
な
い
も
の
を
説
法
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
六
章

は
ｇ
第
九
章
の
平
易
な
解
説
で
あ
る
。
尚
ま
た
〔
第
一
部
〕
の
「
序
説
」

は
〔
第
二
部
〕
に
相
応
し
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
で
本
書
〔
第
一
部
〕
の
紹
介
を
終
え
る
。
第
〔
二
部
〕
は
後
で
少
し

触
れ
、
こ
れ
よ
り
全
体
的
な
感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

本
書
を
初
め
て
手
に
し
た
と
き
、
実
の
と
こ
ろ
私
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
に

一
種
の
戸
惑
い
と
新
鮮
さ
と
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
薄
々
感
じ
て
い
た
も
の

の
、
ま
だ
「
在
家
仏
教
」
が
こ
の
よ
う
に
正
面
き
っ
て
仏
教
学
の
俎
上
に

載
せ
ら
れ
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
稀
代
の
学
僧
河

ウ
パ
ー
サ
カ

ロ
慧
海
師
に
よ
る
「
在
家
仏
教
」
（
世
界
文
庫
刊
行
会
、
大
正
十
五
年
）

が
咄
瑳
に
私
の
脳
裡
を
か
す
め
た
か
ら
で
も
あ
る
。
河
口
師
の
場
合
、
提

唱
、
唱
道
と
い
う
ゞ
へ
き
か
、
在
家
仏
教
を
信
念
そ
の
も
の
か
ら
註
る
よ
う

な
熱
情
を
も
っ
て
語
る
の
で
あ
る
。
そ
の
緒
言
に
、
世
界
に
宣
揚
す
る
に

足
る
仏
教
は
宗
派
的
仏
教
と
か
阿
弥
陀
、
大
日
如
来
、
妙
法
、
観
音
の
本

尊
仏
教
、
或
い
は
比
丘
出
家
的
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
釈
迦
牟
尼

の
仏
教
、
た
だ
ウ
・
ハ
ー
サ
カ
仏
教
の
み
が
現
在
及
び
将
来
の
世
界
を
浄
化

向
上
す
る
力
を
持
つ
と
し
、
本
文
約
三
百
頁
を
費
し
て
終
始
語
調
強
く
、

そ
の
理
由
、
意
義
を
明
か
し
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

「
最
初
よ
り
仏
陀
世
尊
が
、
ウ
。
ハ
ー
サ
カ
並
に
ウ
パ
ー
シ
ヵ
の
在
家
に
、

Ⅲ
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比
丘
出
家
と
は
異
る
実
修
法
に
よ
っ
て
比
丘
出
家
と
同
一
の
真
理
を
悟

る
こ
と
を
教
へ
ら
れ
た
。
こ
の
実
修
法
は
至
極
簡
単
明
瞭
で
あ
っ
て
、

餓
悔
と
帰
依
三
宝
と
受
持
五
戒
と
で
成
就
す
る
。
成
仏
す
る
為
に
は
、

菩
提
心
を
発
し
て
菩
提
行
を
実
修
す
る
。
こ
れ
が
こ
の
身
を
浄
化
向
上

し
、
次
で
こ
の
国
土
を
浄
土
に
し
、
こ
の
世
界
を
極
楽
世
界
に
す
る
に

足
る
荘
厳
行
で
あ
る
。
筍
く
も
自
己
に
仏
性
を
有
す
る
こ
と
を
信
ず
る

程
の
者
は
進
ん
で
こ
の
荘
厳
行
を
修
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

や
や
長
い
引
用
（
傍
点
は
評
者
に
よ
る
）
と
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
こ
れ

か
ら
我
々
は
河
口
師
が
い
わ
ば
日
本
の
目
（
在
家
者
の
荘
厳
）
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
確
か
に
こ
こ
に
は
師
の
深
い
学
殖
が
窺
わ
れ
、

学
術
書
の
体
も
感
じ
る
の
で
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
書

は
明
ら
か
に
啓
蒙
書
の
類
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
私
に
は
在
家
仏
教
と
聞
け

ば
こ
の
強
烈
な
印
象
が
い
つ
も
蘇
り
、
そ
の
扱
い
難
さ
を
覚
え
る
。
た
だ

寡
聞
に
し
て
こ
の
後
に
続
く
も
の
を
知
ら
な
い
。

世
に
多
く
の
そ
の
名
の
啓
蒙
害
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
在
家
仏
教
の
研
究

害
が
皆
無
に
等
し
い
の
か
。
な
ぜ
そ
の
研
究
が
困
難
で
あ
る
の
か
。
こ
れ

を
少
し
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
卑
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
在
家
仏

教
に
お
け
る
「
聖
典
／
説
法
の
伝
統
」
の
欠
如
に
あ
る
。
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
、
出
家
者
が
能
救
済
の
立
場
に
あ
る
の
に
対
し
、
在
家
者
は
つ
ね

に
被
救
済
の
立
場
に
あ
っ
て
第
二
義
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

、
、

（
山
口
瑞
鳳
博
士
「
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
方
便
」
、
『
東
方
』
第
三
号
、

一
九
八
七
年
）
。
た
と
え
菩
薩
、
大
乗
な
ど
の
名
を
用
い
、
名
を
代
え
て

み
て
も
、
仏
教
の
基
本
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
そ
の
関
係
枠
組
が
変
わ
る
こ

と
は
な
い
。
在
家
者
は
「
四
衆
」
を
構
成
し
え
て
も
、
「
サ
ン
ガ
」
に
含

ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
在
家
仏
教
は
ど
こ
ま
で
も
伝
統
の
周
縁
に
あ

っ
て
、
伝
統
の
中
心
に
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
非
伝
統
的
で
あ
り
、

非
権
威
的
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
筐
の
国
営
ｑ
の
捉
え
難

さ
が
、
そ
の
ま
ま
「
在
家
仏
教
」
な
る
名
称
に
問
題
を
孕
み
、
定
義
を
下

し
難
く
し
て
、
そ
の
研
究
を
阻
ん
で
来
た
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
か
か
る
状
況
の
中
で
現
わ
れ
た
「
在
家
仏
教
」
の
充
分
な
研
究

成
果
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
在
家
仏
教
」
な
る
言
葉
の
意
味
が
こ
こ
に
論

じ
尽
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
殆
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

と
言
っ
た
方
が
よ
い
。
し
か
し
本
書
に
よ
っ
て
伝
統
仏
教
の
一
資
料
を
中

心
と
す
る
「
在
家
仏
教
研
究
」
の
基
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

だ
か
ら
私
に
は
タ
イ
ト
ル
が
新
鮮
な
響
き
を
持
つ
。
本
題
を
「
星
の
研

究
と
訳
註
Ｉ
南
伝
の
在
家
仏
教
論
の
資
料
」
な
ど
と
し
た
方
が
〃
名
が

体
に
即
″
し
て
よ
い
と
の
意
見
（
森
祖
道
博
士
、
「
書
評
」
、
『
東
方
』
第

三
号
）
も
あ
る
が
、
尤
も
で
あ
る
。
し
か
し
ど
う
感
じ
る
か
は
一
に
読
む

側
の
立
場
に
よ
る
。
著
者
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
そ
の
研
究
動
機
を
窺
っ

て
み
よ
』
フ
。

「
十
二
世
紀
と
言
う
時
代
は
法
然
や
親
憾
の
時
代
と
殆
ど
同
時
代
で
あ

る
。
．
：
…
在
家
仏
教
開
花
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
時
代
に
イ
ン
ド

に
近
い
国
食
の
在
家
の
人
々
が
い
か
な
る
思
想
い
か
な
る
教
義
の
も
と

に
宗
教
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
思
い
が
筆
者
を

臼
の
研
究
に
向
か
わ
し
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
：
．
そ
こ
で
論
究
さ

れ
る
問
題
は
「
在
家
解
脱
論
」
に
集
約
さ
れ
る
。
在
家
者
は
解
脱
出
来

る
か
。
；
…
筆
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
浄
土
教
発
展
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
て
い
た
」

62



こ
れ
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
タ
イ
ト
ル
の
「
在
家
仏
教
」
は
、
い
わ
ゆ
る

日
本
の
〃
在
家
仏
教
″
を
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
著
者
に
は

ｓ
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
南
北
ア
ビ
ダ
ル
マ
、
大
乗
仏
教
へ
、
や

が
て
は
日
本
仏
教
へ
と
在
家
仏
教
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
す
る
意
図
の
あ

る
こ
と
が
汲
み
と
ら
れ
る
。
．
〈
Ｉ
リ
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。

本
書
は
ま
さ
に
我
国
に
お
け
る
本
格
的
な
「
在
家
仏
教
研
究
」
の
到
来

を
告
げ
る
鐘
と
も
呼
び
う
る
。
信
仰
、
教
理
、
文
化
ｌ
歴
史
か
ら
解
放

さ
れ
う
る
と
こ
ろ
ｌ
に
響
き
わ
た
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
す
る
。

以
下
に
、
本
労
作
へ
の
敬
意
と
感
謝
の
気
持
を
こ
め
て
私
が
気
づ
い
た

異
る
読
み
と
理
解
と
を
（
カ
ッ
コ
内
に
）
示
す
こ
と
に
し
、
ま
た
こ
れ
を

も
っ
て
〔
第
二
部
〕
の
評
に
も
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
目
次
〕
第
五
章
第
六
節
、
開
法
（
聞
法
）

〔
第
一
部
〕
四
頁
一
○
行
、
罰
且
凹
唱
目
（
旨
○
国
８
国
口
冒
日
日
員
鳥
丙
＃

冒
昌
富
）
、
一
七
行
、
著
作
（
著
者
）
／
五
頁
八
行
、
冨
昌
習
母
①
菌
‐

ｇ
の
届
窃
昌
段
＆
園
吋
目
Ｐ
切
目
目
ｇ
Ｈ
農
阻
冨
）
、
十
六
世
紀
（
十
八
世
紀
）
、

二
行
］
”
Ｈ
め
こ
両
降
ｇ
、
一
四
行
留
置
盲
目
目
○
冨
国
畠
Ｐ
（
蟹
＆
‐

冨
昌
ｇ
ｏ
凰
冨
国
騨
）
／
七
頁
一
二
行
、
ウ
パ
ー
シ
カ
（
ウ
パ
ー
シ
カ
ー
）
（
以

下
本
書
全
箇
所
こ
れ
に
同
じ
）
／
一
四
頁
一
八
行
、
言
え
ど
も
（
錐
も
）
／

一
五
頁
一
二
行
ぐ
耐
目
四
（
ぐ
厨
四
日
四
）
／
二
○
頁
一
三
行
、
さ
ま
だ
げ
（
さ

ま
た
げ
）
／
二
二
頁
一
七
行
、
原
始
経
典
で
は
在
家
者
の
（
原
始
経
典
で

は
出
家
者
の
）
／
二
五
頁
九
行
３
ｏ
８
（
８
８
）
、
二
行
ｇ
厨
ぐ
ゅ
茸

（
９
首
ご
凹
禽
）
／
二
九
頁
九
行
、
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
（
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
）
、
ア

ン
ダ
コ
ー
ン
ダ
ン
’
一
ャ
（
ア
ン
ニ
ャ
ー
コ
ン
ダ
ン
’
一
ャ
）
／
三
五
頁
一
四
行
、

自
性
で
あ
る
（
自
性
上
で
あ
る
）
／
四
一
頁
二
行
、
目
冒
①
典
○
己
（
目
冒
‐

①
①
目
ｅ
／
四
八
頁
四
行
者
鼠
口
風
（
司
目
目
）
／
四
九
頁
一
四
行
、
町
へ

（
村
へ
）
、
一
八
行
、
解
釈
て
い
る
（
解
釈
し
て
い
る
）
／
五
一
頁
九
行

四
口
い
く
］
］
四
戸
戸
ロ
騨
口
○
（
①
国
・
凶
ぐ
再
旨
ゞ
］
四
片
斥
彦
四
口
○
）
、
ｂ
ｐ
Ｑ
四
芹
計
丘
画
目
色
目
凶
（
も
煙
Ｑ
四
一
マ

園
〕
〕
Ｐ
目
）
／
五
二
頁
一
行
ロ
冒
冒
邑
開
§
魑
昌
ｅ
冒
旨
目
閉
自
鴨
且
、

の
四
日
い
①
く
い
画
馴
（
の
凹
目
、
①
く
い
ロ
巴
、
、
自
国
も
巴
〕
戸
鼻
脚
（
、
ゅ
口
名
い
ぐ
凹
口
屍
四
詐
巴
／

五
五
頁
三
行
、
知
的
は
（
知
的
な
）
／
五
八
頁
一
行
弓
鼻
巷
昇
爵
四
口
噌
冨

（
同
異
ぢ
ゅ
藍
、
ｇ
噌
冒
）
、
一
二
行
、
帰
依
の
（
帰
依
は
）
／
六
二
頁
一
○

行
、
良
一
（
一
良
）
／
六
四
頁
一
三
行
、
倒
他
（
投
地
）
／
七
五
頁
七
行
、

不
受
蓋
金
銀
戒
（
不
受
蓄
金
銀
戒
）
／
七
九
頁
七
行
勝
凹
冒
Ｈ
目
＄
（
勝
‐

昌
冒
目
開
口
）
（
こ
こ
に
示
さ
れ
た
相
当
月
は
一
ヵ
月
ず
つ
プ
ラ
ス
し
た
方

が
よ
い
。
例
え
ば
〃
ア
ー
サ
ー
ラ
月
″
を
〃
六
月
か
ら
七
月
″
に
す
る
）

／
八
四
頁
一
○
行
曽
肖
四
口
い
‐
（
旨
湧
愚
息
‐
）
、
鴨
冒
口
凹
日
（
唱
冒
目
目
）

／
八
五
頁
二
行
、
他
よ
り
施
さ
れ
た
も
の
（
乞
食
に
よ
り
得
ら
れ
た
も

の
）
／
九
二
頁
三
行
唱
胃
（
唱
昌
）
、
一
二
行
冨
巴
働
く
冒
胃
ゅ
（
冒
色
冨
急
‐

５
国
）
／
二
一
頁
一
行
、
家
の
生
活
か
ら
れ
た
（
家
の
生
活
か
ら
汚
れ

た
）
／
一
二
二
頁
一
二
行
置
臥
瀞
（
固
国
制
）
／
一
二
五
頁
八
行
圃
倖
色
‐

ロ
ロ
も
矧
目
届
四
ｓ
呉
欧
ロ
眉
や
昌
目
四
）
、
九
行
、
か
り
に
（
か
わ
り
に
）
／

一
三
一
頁
四
行
、
聡
伽
地
論
（
琉
伽
師
地
論
）
、
一
○
行
、
た
で
ろ
う
か
（
た

で
あ
ろ
う
か
）
／
一
三
九
頁
二
二
行
、
セ
イ
ロ
ン
説
法
（
セ
イ
ロ
ン
説
話
）

／
一
四
○
頁
九
行
、
暖
昧
は
語
（
暖
昧
な
語
）
、
一
二
行
ｇ
ゆ
く
①
戯
（
ｇ
申

ご
①
ｇ
／
一
四
三
頁
一
七
行
目
①
目
口
閉
①
（
日
の
目
ロ
ロ
習
胤
）
（
一
四
五
頁
九

行
も
同
じ
）
／
一
四
四
頁
二
行
、
死
ん
た
（
死
ん
だ
）
／
一
四
五
頁
一
四

行
目
嶌
冨
扇
（
§
騨
冨
風
）
／
一
四
六
頁
一
行
脚
Ｓ
ｍ
色
白
（
且
耐
ロ
ョ
）
、

一
六
行
画
ロ
ロ
日
○
昌
冒
の
屋
（
包
口
昌
口
○
ｓ
目
豐
）
／
一
四
七
頁
一
六
行
、
倍
化

戸 甸
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（
倍
加
）
／
一
四
九
頁
一
四
行
、
一
八
行
冨
洋
騨
口
ご
目
○
８
口
四
ｓ
胃
園
‐

ロ
ロ
日
○
§
ロ
④
）
（
一
五
二
頁
二
行
も
同
じ
）
／
一
五
四
頁
九
行
、
ド
ゥ
ッ
ト

ガ
ー
マ
’
－
－
（
ド
ゥ
ッ
タ
ガ
ー
マ
’
－
１
）
、
一
七
行
ｇ
民
‐
ｅ
胃
守
』
ｇ
‐

昌
洋
四
‐
）
／
一
五
八
頁
九
行
シ
ウ
匡
号
Ｐ
日
日
煙
く
四
国
国
（
シ
ヴ
冨
号
由
昌
目
申

ぐ
胃
胃
四
）
／
一
六
一
頁
一
○
行
冨
屍
函
口
色
（
旨
屏
丙
箇
箇
）

〔
第
二
部
〕
一
六
八
頁
原
典
資
料
略
符
号
シ
ｇ
昼
冒
日
日
ゆ
く
蝕
罰
３
ｓ
▽

ぽ
昼
ず
い
日
日
勤
く
胃
胃
砂
）
、
ロ
茸
『
Ｐ
ぐ
ゅ
口
倒
ロ
四
（
ｂ
ご
冠
倒
ぐ
色
ロ
ロ
ロ
四
）
、
め
ゅ
目
『
具
国
‐

命
色
目
望
具
ｇ
‐
）
、
目
巴
鳥
凹
冨
面
倒
魁
昏
倒
角
①
巨
富
薗
豈
侭
騨
目
）
／
一
六
九

頁
七
行
、
九
行
、
二
行
、
ウ
パ
ー
サ
ヵ
ジ
ャ
ナ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
（
ゥ
パ

ー
サ
カ
ー
ラ
ン
カ
ラ
ナ
）
／
一
七
○
頁
一
三
’
一
五
行
、
そ
れ
故
、
『
実
に

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
よ
、
在
家
信
者
は
仏
に
帰
依
し
、
法
に
帰
依
し
、
僧
に
帰

依
し
て
い
る
。
実
に
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
よ
、
そ
れ
だ
け
で
在
家
信
者
で
あ
る
』

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
在
家
信
者
の
す
べ
て
の
徳
の
中
で
も
、
あ

た
か
も
す
べ
て
の
生
物
の
保
持
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
三
宝
こ
そ
が
足

場
で
あ
る
（
な
ぜ
な
ら
ば
『
実
に
…
…
僧
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
実
に
マ
ハ

ー
ナ
ー
マ
よ
、
そ
れ
だ
け
で
在
家
信
者
と
な
る
』
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
万
物
の
中
で
大
地
が
足
場
で
あ
る
よ
う
に
、
在
家
信

者
の
す
べ
て
の
徳
の
中
で
三
宝
こ
そ
が
足
場
で
あ
る
）
／
一
七
一
頁
一
行
、

経
の
鼻
国
で
あ
る
（
経
ぬ
具
冨
の
本
性
が
知
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
、
一

六
行
、
ゞ
ハ
ー
ラ
ー
ナ
シ
（
零
ハ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
）
／
一
七
三
頁
六
行
、
福
次

的
な
（
副
次
的
な
）
／
一
七
四
頁
八
行
へ
ア
ノ
ー
マ
川
（
ア
ノ
ー
マ
ー
川
）

／
一
七
五
頁
一
三
’
一
四
行
、
珈
畉
か
ら
わ
ず
か
に
・
・
…
・
通
達
し
た
」
と

言
い
、
四
無
数
：
…
・
体
得
し
た
場
所
で
あ
る
珈
畉
と
菩
提
樹
と
を
（
珈
跣

の
座
か
ら
わ
ず
か
に
…
…
通
達
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
四
無
数
…
…
体

得
し
た
場
所
と
い
う
こ
と
で
珈
畉
の
座
と
菩
提
樹
と
を
）
、
一
五
行
、
珈

跣
（
珈
畉
の
座
）
、
宝
の
経
行
を
（
宝
の
経
行
所
で
）
、
一
七
行
、
ラ
タ
ナ

・
ガ
ナ
（
ラ
タ
ナ
・
ガ
ラ
）
、
一
八
行
、
普
ね
き
と
発
趣
と
を
（
普
ね
き

発
趣
を
）
、
ラ
タ
ナ
・
ガ
ナ
（
ラ
タ
ナ
・
ガ
ラ
）
／
一
七
六
頁
一
八
行
、
マ

ガ
ダ
薬
（
ア
ガ
ダ
薬
）
／
一
七
七
頁
七
行
、
縁
豆
（
緑
豆
）
／
一
七
八
頁

二
行
、
悟
っ
た
こ
と
は
（
悟
っ
た
振
り
を
し
て
も
）
、
一
二
行
昌
自
．

嵐
雰
ぐ
目
白
当
色
白
．
Ｅ
）
／
一
七
九
頁
三
行
、
（
ミ
ガ
ダ
ー
ャ
）
、
の

五
人
（
（
、
、
、
ガ
ダ
ー
ヤ
）
の
五
人
）
、
四
行
、
ア
ン
’
一
ヤ
コ
ン
ダ
ン
’
一
ャ
（
ア

ン
’
一
ヤ
ー
コ
ン
ダ
ン
’
一
こ
、
一
八
行
、
善
行
者
で
あ
る
（
比
丘
ら
よ
、

善
行
者
で
あ
る
）
／
一
八
○
頁
二
行
、
〔
五
二
〕
（
〔
五
七
〕
）
／
一
八
一
頁

一
八
行
樹
曽
爵
砦
鼻
旨
目
ご
色
（
制
ｇ
農
§
算
昏
倒
ご
い
）
／
一
八
二
頁
六

行
、
愚
味
（
愚
昧
）
／
一
八
三
頁
一
行
、
本
体
の
上
で
は
（
内
容
の
上
で

は
）
／
一
八
四
頁
九
行
、
両
方
に
は
（
両
方
に
は
（
岬
）
）
、
一
二
行
閨
‐

白
富
国
（
め
ゅ
昌
冒
国
）
、
一
四
行
警
騨
陸
冨
命
菌
匪
冨
）
／
一
八
六
頁
一
六

’
一
七
行
圃
吋
ご
眉
。
（
冨
首
Ｈ
眉
。
）
／
一
八
七
頁
四
行
且
ｐ
ｇ
（
且
ゅ
日
）
、

一
六
行
、
近
づ
者
（
近
づ
く
者
）
、
一
七
行
、
帰
依
処
行
っ
た
（
帰
依
処

へ
行
っ
た
）
／
一
九
三
頁
六
行
目
口
凹
ぐ
ぢ
畠
目
菌
日
詐
四
（
目
目
ぐ
ぢ
ｇ
‐

割
具
３
０
群
国
）
／
一
九
四
頁
二
行
、
三
行
、
四
行
、
ブ
ラ
フ
マ
ア
ー
『
一
（
ブ

ラ
フ
マ
ー
ュ
）
、
一
○
行
、
で
あ
り
す
（
で
あ
り
ま
す
）
、
一
三
行
、
し
て

下
さ
い
」
こ
の
よ
う
に
（
し
て
下
さ
い
」
と
、
こ
の
よ
う
に
）
／
一
九
六

頁
一
○
行
ａ
ｏ
旨
ｏ
８
ａ
ｏ
旨
８
目
）
／
一
九
九
頁
八
行
、
語
（
話
）
／

二
○
一
頁
一
行
ご
乞
四
の
閻
口
四
（
ぐ
ざ
閉
め
Ｐ
ご
巴
／
二
○
四
頁
一
行
、
ア
ッ
ガ

（
ア
ン
ガ
）
、
一
○
行
ア
ッ
ギ
ダ
ッ
タ
婆
羅
門
大
士
が
不
正
の
路
に
〔
人
灸

を
〕
入
ら
し
め
て
（
ア
ッ
ギ
ダ
ヅ
タ
婆
羅
門
が
不
正
の
路
に
大
衆
を
入
ら
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し
め
て
）
／
二
○
七
頁
一
六
行
、
ヴ
ァ
ー
。
ハ
ー
ラ
（
ヴ
ェ
ー
ゞ
ハ
ー
ラ
）
／

二
○
八
頁
一
六
行
、
如
意
法
（
如
意
宝
）
／
二
一
四
頁
一
三
行
、
そ
れ
ら

の
（
そ
の
私
の
）
、
一
五
行
、
一
緒
に
馬
に
（
一
緒
に
千
頭
の
馬
に
）
／

一
二
八
頁
一
七
行
、
私
の
た
め
に
そ
れ
ら
の
威
神
力
に
よ
り
（
そ
の
私
の

威
神
力
に
よ
り
）
／
二
一
九
頁
一
四
行
、
五
体
到
地
（
五
体
投
地
）
／
二

二
○
頁
二
行
、
百
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
（
二
千
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
）
／
二
二
七
頁
二

行
勺
騨
目
騨
悪
日
○
（
ぐ
眉
目
題
目
○
）
／
二
二
八
頁
一
六
行
冨
菌
陣
凰
冨

（
鳳
凰
丘
凰
冨
）
／
二
三
七
頁
五
行
、
ら
れ
に
よ
っ
て
（
れ
ら
に
よ
っ
て
）

／
二
三
五
頁
一
行
‐
闇
日
冒
ヰ
ロ
（
，
留
昌
首
＃
い
）
／
二
三
九
頁
七
行
、
す

ぐ
に
（
正
午
迄
に
）
、
八
行
、
す
こ
し
の
間
（
一
日
間
）
（
二
二
頁
註
①

も
同
じ
）
／
二
四
○
頁
一
三
行
目
巴
色
（
ｇ
巴
巴
／
二
四
三
頁
八
行
、
両
縁

り
（
両
縁
飾
り
）
／
二
四
八
頁
九
行
、
雨
期
の
三
ヵ
月
（
雨
期
中
の
三
ヵ

月
）
／
二
五
○
頁
一
八
行
、
第
七
の
学
処
を
語
り
な
ど
と
華
鬘
な
ど
と
に

分
け
て
（
第
七
の
学
処
を
踊
り
な
ど
の
離
と
華
重
な
ど
の
雌
と
に
よ
っ
て
）

／
二
五
一
頁
一
行
、
高
床
・
大
床
を
（
高
床
の
学
処
を
）
／
二
五
七
頁
五

’
六
行
、
破
た
（
破
っ
た
）
／
二
五
九
頁
六
行
、
ヴ
ィ
ド
ゥ
王
本
生
（
ヴ

ィ
ド
ゥ
ラ
本
生
）
、
一
八
行
、
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
ー
（
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
）
／

二
六
一
頁
二
行
、
汚
て
い
る
（
汚
れ
て
い
る
）
／
二
七
六
頁
一
八
行
、
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ハ
王
国
（
ヴ
ェ
ー
デ
ー
ハ
王
国
）
／
二
八
二
頁
一
七
行
、
と
め

る
が
（
と
あ
る
が
）
／
二
八
三
頁
一
八
行
、
飲
で
（
飲
ん
で
）
／
二
八
四

頁
三
行
、
そ
れ
ら
彼
ら
の
（
そ
れ
は
彼
ら
の
）
、
五
行
、
葉
の
葉
先
き
ほ

ど
（
ク
サ
草
の
葉
先
き
ほ
ど
）
／
二
八
五
頁
一
二
行
、
こ
こ
で
ま
に
（
こ

こ
で
ま
た
）
／
二
九
三
頁
一
五
行
、
立
っ
て
（
立
っ
た
）
／
二
九
四
頁
九

川
一
○
行
、
サ
ッ
ダ
テ
ィ
ッ
サ
王
（
サ
ッ
ダ
ー
テ
ィ
ッ
サ
王
）
／
二
九
五

頁
一
六
行
‐
函
日
冒
芹
Ｐ
（
‐
＄
弓
冒
洋
④
）
／
二
九
六
頁
二
行
、
有
希
な

（
希
有
な
）
、
二
九
七
頁
一
五
行
、
大
地
獄
（
大
地
獄
に
）
／
三
○
二
頁
一

八
行
、
大
き
な
林
（
大
き
な
床
）
／
三
○
六
頁
一
’
二
行
、
月
末
に
は
大

長
者
様
は
乳
飲
み
児
に
も
子
供
達
に
も
口
を
洗
わ
し
て
、
口
に
蜜
を
四
つ

入
れ
て
や
っ
て
布
薩
者
に
す
る
ん
だ
（
大
長
者
様
は
、
た
と
え
乳
飲
み
児

で
も
子
供
達
で
も
口
を
洗
わ
し
て
、
口
に
蜜
団
を
四
つ
入
れ
て
や
っ
て
布

薩
者
に
す
る
ん
だ
）
／
三
一
二
頁
一
四
行
、
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
取

る
こ
と
が
で
き
る
）
／
三
一
六
頁
七
行
、
ウ
・
〈
サ
ー
カ
（
ウ
。
〈
ｌ
サ
カ
）

／
三
一
九
頁
一
六
行
冨
房
四
口
武
（
匡
房
笛
口
睦
）
／
三
二
二
頁
八
行
、
ス
ラ

ー
・
メ
ー
ラ
マ
（
ス
ラ
ー
・
メ
ー
ラ
ャ
）
／
三
二
六
頁
七
行
昌
菌
（
ぐ
冒
巴
、

八
行
、
ラ
ー
マ
ヌ
ジ
ャ
ナ
（
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
）
／
三
三
一
頁
一
○
行
、
こ

れ
て
い
る
（
こ
わ
れ
て
い
る
）
／
三
三
三
頁
二
行
、
視
切
（
親
切
）
／
三

三
九
頁
四
行
、
こ
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
る
者
は
、
こ
れ
ら
の
方
位
を
覆

護
し
た
者
と
名
づ
け
ら
れ
る
（
こ
の
よ
う
に
実
践
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

の
方
位
は
覆
護
さ
れ
た
も
の
と
名
づ
け
ら
れ
る
）
／
三
四
三
頁
二
行
、
立

つ
場
所
（
立
っ
た
場
所
）
、
三
行
、
よ
う
に
ぜ
ず
（
よ
う
に
せ
ず
）
／
三
四

八
頁
一
五
行
、
供
住
（
共
住
）
／
三
五
四
頁
四
行
ｇ
四
ぐ
①
戴
き
目
く
の
註
）

／
三
六
九
頁
二
行
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
（
カ
ン
ポ
ー
ジ
ャ
）
／
三
七
○
頁
九

行
、
清
浄
な
手
（
濡
れ
た
手
）
／
三
七
三
頁
九
行
、
三
日
進
む
（
三
十
三

天
に
進
む
）
／
三
七
五
頁
一
六
行
、
鉄
閉
山
に
お
い
て
（
転
輪
王
と
し
て
）

／
三
七
六
頁
一
五
行
、
転
生
す
る
ご
と
は
（
転
生
す
る
ご
と
に
）
／
三
七

八
頁
一
二
行
、
〔
何
も
〕
与
え
ず
（
何
も
与
え
ず
）
／
三
九
二
頁
一
六
行
、

音
を
出
が
で
る
よ
う
に
（
音
が
で
る
よ
う
に
）
／
三
九
三
頁
二
行
、
布
薩

者
な
り
（
布
薩
者
と
な
り
）
、
三
行
、
五
行
、
大
士
（
大
衆
）
、
一
五
’
一

戸F

DD



六
行
、
「
広
大
な
山
」
と
い
う
名
前
の
そ
れ
が
や
っ
て
来
る
。
王
の
高
瞳

の
上
に
置
く
と
、
四
つ
の
原
因
が
重
な
っ
た
暗
黒
の
中
で
も
一
ヨ
ー
ジ
ャ

ナ
先
き
ま
で
輝
く
（
ウ
ェ
ー
プ
ッ
ラ
山
か
ら
そ
れ
が
や
っ
て
来
る
。
そ
れ

は
四
つ
の
原
因
が
重
っ
た
暗
黒
の
中
で
も
王
の
旗
先
に
届
き
、
一
ヨ
ー
ジ

ャ
ナ
を
輝
か
せ
る
）
／
三
九
六
頁
七
行
、
ゞ
コ
ン
パ
（
ビ
ン
バ
）
、
九
行
、
す

ば
ら
し
マ
’
一
の
（
す
ば
ら
し
い
マ
’
一
の
）
／
三
九
九
頁
四
行
、
「
布
薩
者
」

と
は
布
薩
が
言
わ
れ
た
。
〔
即
ち
〕
半
日
の
間
、
在
家
者
が
守
る
ぺ
き
八

支
を
そ
な
え
た
戒
が
あ
り
（
「
布
薩
者
」
と
は
、
諸
半
月
（
満
月
、
新
月
の
）

日
に
在
家
者
の
守
る
雫
へ
き
八
支
を
そ
な
え
た
戒
が
布
薩
と
言
わ
れ
）
／
四

○
二
頁
一
○
行
、
テ
ー
テ
ィ
ン
サ
（
テ
ッ
テ
ィ
ン
サ
）
／
四
○
三
頁
一
六

行
、
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
ナ
ン
ダ
（
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
ャ
ン
タ
）
／
四
○
四
頁
一
二
行
、

瘤
を
つ
く
（
瘤
を
つ
く
る
）
一
ガ
ー
ヴ
ァ
タ
（
一
ガ
ー
ヴ
タ
）
、
一
八
行
、

七
つ
つ
づ
（
七
つ
づ
っ
）
／
四
○
七
頁
九
行
、
マ
｝
一
ン
ニ
ャ
ー
ギ
ン
ダ
（
マ

ヌ
ン
ニ
ャ
ー
ギ
ン
ダ
）
／
四
一
六
頁
二
行
、
五
そ
れ
故
（
そ
れ
故
）
／
四

一
七
頁
三
行
く
曽
冒
は
宮
ゆ
ぐ
曽
冒
ロ
ｇ
／
四
二
○
頁
四
行
、
第
件
（
条

件
）
／
四
三
六
頁
四
行
、
ウ
パ
ー
サ
カ
ジ
ャ
ナ
ー
カ
ー
ラ
（
ゥ
パ
ー
サ
ヵ

ジ
ャ
ナ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
）
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